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平成 25 年度 予算のお知らせ
健康保険組合の財政状況
平成25年度 保健事業のご案内
事務局からのお知らせ



　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
、
高
齢
者
医
療
制

度
を
支
え
る
た
め
の「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」「
前
期

高
齢
者
納
付
金
」
な
ど
の
負
担
は
、
健
康
保
険
組
合

の
財
政
を
圧
迫
し
続
け
て
お
り
、
平
成
24
年
度
は
全

国
の
健
康
保
険
組
合
の
４
割
が
保
険
料
率
の
増
率
改

定
に
よ
り
保
険
料
収
入
の
増
加
を
図
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
組
合
で
赤
字
決
算
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

栗
田
健
康
保
険
組
合
は
、
被
保
険
者
な
ら
び
に
会

社
の
ご
協
力
に
よ
る
平
成
23
年
度
・
平
成
24
年
度
の

保
険
料
率
改
定
に
よ
り
保
険
料
収
入
が
増
加
し
、
平

成
24
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
12
年
ぶ
り
に
わ
ず
か

な
が
ら
単
年
度
黒
字
決
算
の
見
通
し
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、
納

付
金
・
支
援
金
な
ど
の
拠
出
金
を
、
前
年
度
比
約

10
％
の
増
加
を
見
込
ま
ざ
る
を
得
ず
、
別
途
積
立
金

を
繰
り
入
れ
て
も
赤
字
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

健
康
保
険
組
合
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
益
々
大
き
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
限
ら
れ
た
予
算
を
有

効
に
活
用
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
疾
病
予
防
や
健

康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
事
業（
詳
細
は
６
～

８
ペ
ー
ジ
参
照
）を
充
実
・
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
ら
の

健
康
意
識
を
高
め
、
生
活
習
慣
の
改
善
、
疾
病
の
予

防
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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“
健
康
は
一
生
の
問
題
”“
ご
自
身
の
た
め
に
”そ
し
て
“
ご
家
族
の
た
め
に
”

◉被保険者数3,840人 （男性3,170人、女性670人）

◉平均標準報酬月額448,207円
（男性482,288円、女性284,020円）

◉総標準賞与額（年間合計）4,628,000千円
◉平均年齢44.14歳　 （男性44.78歳、女性41.17歳）

◉被扶養者数4,549人
◉健康保険料率　1,000分の84　　
（事業主　1,000分の50.4、被保険者　1,000分の33.6）

・ 一般保険料率　1,000分の82.70
（事業主　1,000分の49.62、被保険者　1,000分の33.08）
・ 調整保険料率　1,000分の1.30

（事業主　1,000分の0.78、被保険者　1,000分の0.52）
———　＊　———

◉介護保険の対象となる被保険者数3,280人  
◉介護保険料率　1,000分の11.76
（事業主　1,000分の5.88、被保険者　1,000分の5.88） 

●予算編成の基礎となった数字●

平
成
25
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

“
高
齢
者
医
療
制
度
”
に
対
す
る
納
付
金
・
支
援
金

な
ど
過
重
な
拠
出
金
負
担
が
続
い
て
お
り
、

赤
字
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

栗
田
健
康
保
険
組
合
の
平
成
25
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
、

平
成
25
年
２
月
８
日
開
催
の
第
１
１
８
回
組
合
会
に
お
い
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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収入

科目 予算額（千円） 被保険者一人
当たり額（円）

保 険 料 2,085,432 543,081

（ 基 本 保 険 料 ） （1,185,191） （308,643）

（ 特 定 保 険 料 ） （900,241） （234,438）

調 整 保 険 料 32,782 8,537

国 庫 負 担 金 1,093 284

国 庫 補 助 金 1,000 260

施 設 利 用 料 他 324 85

財 政 調 整 事 業 交 付 金 9,687 2,523

繰 入 金 131,050 34,128

合 計 2,261,368 588,898

経 常 収 入 合 計 2,087,849 543,711

支出

科目 予算額（千円） 被保険者一人
当たり額（円）

事 務 費 58,463 15,225

保 険 給 付 費 1,138,513 296,488

（ 本 人 分 医 療 費 ） （489,669） （127,518）

（ 家 族 分 医 療 費 ） （487,678） （127,000）

（ 高 額 療 養 費 ） （16,659） （4,338）

（ 高 齢 者 分 医 療 費 ） （30,646） （7,981）

（ 現 金 給 付 ） （87,821） （22,870）

（ 付 加 給 付 ） （26,040） （6,781）

納 付 金 892,055 232,306

（ 前 期 高 齢 者 納 付 金 ） （326,121） （84,927）

（ 後 期 高 齢 者 支 援 金 ） （448,608） （116,825）

（ 病 床 転 換 支 援 金 ） （　-　） （　-　）

（ 退 職 者 給 付 拠 出 金 ） （117,310） （30,550）

（ 老 人 保 健 拠 出 金 ） （16） （4）

保 健 事 業 費 80,610 20,992

財 政 調 整 事 業 拠 出 金 32,783 8,537

積 立 金 他 2,246 585

予 備 費 56,698 14,765

合 　 　 　 計 2,261,368 588,898

経 常 支 出 合 計 2,171,884 565,595

経 常 収 支 の 差 引 △84,035 -

収入
科目 予算額（千円） 被保険者一人

当たり額（円）
保 険 料 196,638 86,625
繰 入 金 9,000 3,965
雑 収 入 6 2

合　　　計 205,644 90,592

支出
科目 予算額（千円） 被保険者一人

当たり額（円）
介 護 納 付 金 188,499 83,039
還 付 金 16 7
積 立 金 17,129 7,546

合　　　計 205,644 90,592

平成25年度 収入支出予算概要
（一般勘定）

平成25年度 収入支出予算概要
（介護勘定）

一般勘定

保険給付費
（1,138,513）

保険料
（2,085,432）

後期高齢者支援金
（448,608）

その他納付金
（117,326）

保健事業費
（80,610）

調整保険料
（32,782）

財政調整事業交付金
（9,687）

繰入金（131,050）

事務費
（58,463）

予備費（56,698）

国庫負担金
（1,093）

財政調整事業拠出金
（32,783）

国庫補助金
（1,000）

積立金他（2,246）

施設利用料他（324）

前期高齢者納付金
（326,121）

収入

支出

単位：千円



　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
平
成
20
年
度
に
現

行
の「
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
５
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」

「
前
期
高
齢
者
納
付
金
」な
ど
国
へ
の
拠
出
金
が
年
々

増
大
し
続
け
、
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療
給
付
費

も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
２
つ
の
義
務
的
経
費
支
出

に
よ
り
、
組
合
財
政
が
逼
迫
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
拠
出
金
増
大
の
問
題
は
、
一
健
保
組
合
で
制

御
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の
健
康
保

険
組
合
は
、
皆
同
様
の
財
政
構
造
上
の
問
題
を
抱
え
、

別
途
積
立
金（
過
年
度
決
算
の
残
金
を
積
み
立
て
た

も
の
）
の
繰
り
入
れ
や
保
険
料
率
の
増
率
改
定
に
よ

り
予
算
の
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
田
健
康
保
険
組
合
に
お
い
て
も
、
平
成
25
年
度

事
業
予
算
は
、
保
険
料
収
入
に
対
し
、
①
医
療
給
付

費
等
が
53
％　

②
納
付
金
・
支
援
金
が
43
％
を
占
め

て
お
り
、
義
務
的
経
費
の
合
計
は
96
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
運
営（
保
健
事
業
費
・

事
務
費
他
）
の
た
め
に
、
残
り
少
な
い
別
途
積
立
金

を
繰
り
入
れ
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

納
付
金
・
支
援
金
の
増
加
状
況
や
医
療
給
付
費
の
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
保
険
料
収
入
の
増
加
を
料
率

改
定
に
よ
り
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ
て

い
ま
す
。
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栗田健康保険組合の財政状況
（推移）

健
康
保
険
組
合
の
財
政
状
況

　経常収支状況
　平成 24 年度決算において、平成 12 年度以降実
に12 年ぶりに単年度黒字決算を見込んでいます。
これは、２年連続での保険料率改定による収入増が
寄与したものです。しかしながら、平成 25 年度は
また赤字予算を組まざるを得ない状況となりました。

　別途積立金
　平成 21年度に 3.7 億円保有していた別途積立金
は、年度ごとに収入不足を補填するために予算に組
み込んできた結果、平成 25 年度末には底をつく状
況となっています。
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　納付金・拠出金
　健保財政悪化の最大の要因は、国へ拠出する納
付金、支援金などの増加です。言い換えると、現行
の高齢者医療制度そのものの問題と言えます。今後、
高齢化がさらに進みますので、現制度のままでは、
高齢者の医療費を支えていく現役世代の負担はま
すます増大していきます。

　被保険者数
　平成 22 年度に㈱タイホーコーザイが脱退したた
め、被保険者数は減少しましたが、その後は 3,800
～ 3,900 人と安定した推移を示しています。

●平成 21～ 23 年度は実績

●平成 24 年度は決算見込み

●平成 25 年度は予算

　平成 25年度収入・支出予算　保険料収入
　健康保険組合の財源は、みなさまと会社からの
月々の給与と賞与からの保険料で支えられていま
す。平成 23 年度と平成 24 年度の２年間にわたっ
て 0.75％ずつ保険料率をアップ致しましたので、
保険料収入が増加しました。

　医療給付費等
　医療給付費等は、医療の高度化や高齢化の影響
により毎年増加傾向にあります。医療費分析データ
から見ると、栗田の一人あたりの医療費は全国平均
と比較して約４％程度高いことが明らかになってい
ます。また、社員の平均年齢や健康状態からみると、
今後の医療費増加が懸念されています。
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　保健事業のご案内
平成 25 年度も、保健事業の充実・強化を図り、皆さまの「健康づくり」を積極的にサポートいたします。
＜重点取り組み事項＞　①全体の健康意識の醸成を狙いとしたポピュレーション（集団）アプローチ
　　　　　　　　　　　②データに基づき対象となる組合員を特定した個別アプローチ
　　　　　　　　　　　③医療費の削減・増加抑制を狙いとした個別事業

健康診断

健康状態の確認、疾病の早期発見・早期治療を目的として
①定期健康診断　②巡回レディース健診　③施設型健診　④特定健康診査　⑤婦
人科（ガン）健診＝＝＞健診の仕組みの詳細は　８ページ参照
定期的な受診を常日頃から心がけ、健康の維持・増進にお役立てください。

個別アプローチ

①ハイリスク者アプローチ…「心脳血管疾患」の発症リスクが高い方への受診　
勧奨
②特定保健指導（法律で義務化されている保健指導）
　…メタボリックシンドロームの改善を狙いとした保健指導
③ヘルスアップサポート…健診で所見等がある方への保健指導
④メタボ指導…若年層（20 ～ 30 代）で早期からの改善指導を必要とする方
⑤前期高齢者指導…前期高齢者の医療費削減を狙いとした指導

集団
アプローチ

・健康教室は、各事業所・組織単位で、
「食事」「運動」「嗜好（お酒・たばこ）」や、女性を対象としたテーマにより開催

・また、ウオーキングキャンペーンでは、歩数計のレンタル・記録用紙の提供など、
運営をサポート

個別事業
・インフルエンザの予防接種補助
・禁煙支援…禁煙サポートプログラムの提供、禁煙補助剤・禁煙外来の一部費用補助
・家庭用常備薬の斡旋販売

情報提供
（保健宣伝広報）

・健保機関誌『Kenpo News』の発行
・健康冊子『管理栄養士だより（仮称）』の発行
・栗田グループ掲示板での健康情報の発信
・健保ホームページでの健康情報、法改正情報などの発信
・「がん健診」促進のための冊子配布
・新規加入者へ、健保紹介の冊子配布
・医療費通知の配布
・ジェネリック差額通知の配布

健康相談
・健保ハロー健康相談室（ティーペック㈱）…健康・医療・介護・育児・メンタ

ルヘルスなどの電話相談
・健保健康相談（健保の管理栄養士による）…食生活、運動などの健康相談

＊保健事業の実施に当たっては、その都度詳細のご案内をいたします。
　積極的にご参加ください。
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　平成25年度保険給付事業について
　栗田健康保険組合では、療養費などの法定給付事業に加え、組合独自の付加給付事業を行っています。
なお、財政状況が厳しく、一部の付加給付事業の見直しを実施し、平成 25 年４月以降、下記の保険給
付事業を行うこととしましたので、お知らせいたします。

栗田健保の給付金

法定給付 付加給付

病気や怪我で
医者に

かかったとき
（本人・家族）

療養の給付（本人）・家族療養費 一部負担還元金・家族療養費付加金

入院・通院別で１ヵ月で
26,250 円以上かかった時

自己負担×８割ー 20,000 円を
給付

かかった医療費の７割
（小学校入学前は８割）を給付

高額な医療費が
かかったとき

（本人・家族）

高額療養費 一部負担還元金・家族療養費付加金

自己負担限度額※を超えた部分を給付

※【標準報酬 53 万未満】
80,100 +{（総医療費－ 267,000）} × 0.01

【標準報酬 53 万以上】
150,000 +{（総医療費－ 500,000）｝× 0.01

入院・通院別で１ヵ月で
26,250 円以上かかった時

自己負担×８割ー 20,000 円を
給付

出産したとき
（本人）

出産育児一時金

一時につき 42 万円を給付

出産して仕事に
就けない時
（本人）

出産手当金

産前産後の 98 日間のうち給与等の支払がない
期間
１日につき標準報酬日額の３分の２を給付

病気で仕事に
就けない時
（本人）

傷病手当金
廃止医師の証明により最長１年６ヵ月

１日につき標準報酬日額の３分の２を給付

死亡した時
（本人・家族）

埋葬料・家族埋葬料

５万円

・海外での
治療費
・装具

・自費を保険に
切替

（本人・家族）

療養費・第二家族療養費 一部負担還元金・家族療養費付加金

かかった医療費の７割
（小学校入学前は８割）を給付

入院・通院別で１ヵ月で
26,250 円以上かかった時

自己負担×８割ー 20,000 円を
給付
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　年１回、必ず「健康診断」を受診しましょう。
　健康診断は、「健康の維持・増進、疾病予防対策」のための重要な事業として位置付けています。
被保険者・被扶養者・任意継続被保険者の皆さん、毎年の健診受診により、ご自身の健康状態を知り、生活習慣病の予防や、
病気の早期発見に役立ててください。
　近年、被保険者の定期健康診断に加え、被扶養者・任意継続者の健診や、婦人科のガン検診など健診の仕組みを充実・強
化いたしました。
　平成 25 年度は、以下の健診の定着を図り、それぞれの受診率向上に取り組みます。
なお、健診の仕組みの一つとして位置付けていました「人間ドック・主婦ドック」は利
用者の減少や健保財政の問題から平成 24 年度をもって廃止することといたしました。

健診名 定期健康診断 巡回レディース健診 施設型健診 特定健診 婦人科健診

実施主体 法定：事業主
法定外：健康保険組合 健康保険組合 健康保険組合 健康保険組合 健康保険組合

実施時期 上期中 平成２６年２月まで 平成２６年２月まで 通年 平成２５年１２月まで

対象者 被保険者
３５歳以上７５歳未満の
女性被扶養者（任意継
続被扶養者を除く）

３５歳以上７５歳未満
の被扶養者及び任意継
続被保険者・任意継続
被扶養者

４０歳以上の被保険者
及び被扶養者 女性の被保険者

項目 内容

医師診察 一般診察・健康相談・指導 ◎ ● ● ●

身体測定

身長 ◎ ● ● ●

体重 ◎ ● ● ●

BMI ◎ ● ● ●

腹囲 ◎ ● ● ●

循環器系検査

血圧測定 ◎ ● ● ●

心電図 ◎ ● ● ※●
心拍数
眼底 ※●
眼圧

眼科検査 視力 ◎ ● ●
聴力検査 聴力（オージオ） ◎ ● ●
大腸検査 便潜血 ● □

尿検査

糖（BS) ◎ ● ● ●
蛋白 ◎ ● ● ●
潜血 ● ● ●
ウロビリノーゲン ●
ｐｈ
比重
沈渣 ●

血液検査

一般血液検査

血色素（ヘモグロビン） ◎ ● ● ※●
ヘマトクリット（Ht） ● ● ● ※●
血小板数（PLT/PL） ● ●
赤血球数（RBC） ◎ ● ● ※●
白血球数（WBC） ● ● ●
血清鉄 ●
ＭＣＶ
ＭＣＨ
ＭＣＨＣ

脂質

総コレステロール（T-Cｈo） ● ● ●
中性脂肪（TG） ◎ ● ● ●
HDLコレステロール（ＨＤＬ- cho） ◎ ● ● ●
LDLコレステロール（LＤＬ-cho） ◎ ● ● ●

肝機能

GOT（AST） ◎ ● ● ●
GPT（ALT） ◎ ● ● ●
γ- ＧＴＰ（γ- ＧＴ） ◎ ● ● ●
総蛋白 ● ●
アルブミン ●
ALP ● ●
Ａ /Ｇ比 ●
ＺＴＴ ●
総ビリルビン ●

尿酸 尿酸（ＵＡ） ● ● ●

腎機能
尿素窒素（ＢＵＮ） ● ●
血清クレアチニン（ＣＲＥ） ● ● ●

糖尿病
空腹時血糖（ＢＳ） ◎ ● ● ●
グリコヘモグロビンＡ1ｃ

（ＨｂＡ1Ｃ） ● ● ● ●

感染症
ＣＲＰ
梅毒反応
ＨＢｓ抗原

その他
血液型（ＡＢＯ）
血液型（Ｒｈ）

Ｘ線・超音波など

胸部Ｘ線 ◎ ● ●
上部消化器官Ｘ線 ● ● □
腹部超音波 ●（隔年実施）
呼吸機能

オプション検査

ＨＣＶ抗体
乳房触診 + 乳腺エコー ● ● ●
乳房触診 + 乳房マンモグラフィー ● □ ●
子宮がん（頸部細胞診） ● ● ●
ＰＳＡ検査 ●

●健診項目 
◎安衛法に定める健診項目
□オプションのため別途全額自己負担
※医師の判断による追加項目



9

こ
れ
は
食
育
の
一
環
で
は
あ
り
ま

す
が
、
実
は
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一

部
で
す
。
食
育
と
ひ
と
言
で
言
っ

て
も
そ
の
内
容
は
幅
広
く
、
一
つ

ひ
と
つ
挙
げ
て
い
く
と
２
０
０
以

上
に
も
な
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
数
々
の
講
演
や

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
食
育
の
必

要
性
や
ね
ら
い
、
具
体
的
な
実

践
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
限
ら
れ
た

時
間
や
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
は
そ
の

す
べ
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
食
育
の
内
容
を

整
理
し
、「
食
育
の
三
本
柱
」
と

し
て
集
約
し
ま
し
た
。ま
ず
、第
一

の
柱
は
「
安
全
・
安
心
・
健
康
な

食
生
活
の
た
め
の
＂
選
食
力
＂」。

第
二
の
柱
は「
食
卓
で
の
＂
共
食
＂

の
重
要
性
」。
そ
し
て
第
三
の
柱

が
「
食
糧
問
題
や
環
境
問
題
」
で

す
。
食
育
基
本
法
の
ね
ら
い
や
食

育
推
進
基
本
計
画
の
主
旨
も
、
こ

の
三
本
柱
に
要
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
食
」と
聞
く
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
料
理
方
法
ば
か
り
に
目
が
い
き

が
ち
で
す
が
、第
二
、第
三
の
柱
を

ご
覧
い
た
だ
い
て
わ
か
る
と
お

り
、
食
卓
を
囲
む
際
の
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に

は
食
材
を
取
り
巻
く
食
料
自
給
率

や
貿
易
問
題
、
温
暖
化
に
代
表
さ

れ
る
地
球
の
環
境
問
題
ま
で
、

「
食
」
に
は
多
く
の
要
素
が
複
合

的
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
食
育
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る

の
で
す
。
そ
ん
な
に
広
い
と
難
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
食
を
と
お
し
て
健

康
や
人
間
関
係
、
文
化
、
環
境
な

ど
、
身
の
回
り
で
起
き
て
い
る
こ

と
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
体
と
心
の
成
長
に
つ
な
が

り
、
ひ
い
て
は
世
界
の
人
々
の
生

活
を
守
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

服部幸應（はっとり ゆきお）
学校法人服部学園 服部栄養専門学校 理事長・校長
医学博士／健康大使。東京都出身。立教大学卒業。昭和
大学医学部博士課程学位取得。㈳全国調理師養成施設
協会会長、内閣府「食育推進会議」「食育推進基本計画検
討会」委員。広島大学（医学科）客員教授、昭和大学（医学
部）客員教授、東京農業大学客員教授等を務める。

 ﹁
食
育
﹂の

基
本
の
三
本
柱

私
が
以
前
か
ら
政
府
に
提
案
し

て
い
た
「
食
育
」
は
、
平
成
17
年

に
念
願
か
な
っ
て
「
食
育
基
本

法
」
と
い
う
形
で
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
翌
年
に
は
「
食
育
推
進
基
本

計
画
」
が
５
ヵ
年
計
画
で
実
施
、

現
在
は
第
二
次
５
ヵ
年
計
画
に
移

行
し
、
食
育
促
進
を
め
ざ
し
て
国

策
は
徐
々
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
家
庭
・
学
校
・
社
会
で

の
教
育
方
針
や
目
標
値
な
ど
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、

肝
心
の
食
育
へ
の
理
解
は
ま
だ
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
実
際
、
一

般
の
方
に
食
育
を
知
っ
て
い
ま
す

か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
72
・
３
％

の
人
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
24
・
３
％
の
人
が

「
親
子
料
理
教
室
」
や
「
農
業
体

験
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
確
か
に
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平成24年度「健康優良者の表彰」
　栗田健康保険組合では、平成 22 年度から 40 歳以上の方を対象に、生活習慣関連の健診項目の結果
が過去３年間連続で優良であった方々を選定し、「健康優良者」として表彰しています。平成 24 年度の
健診結果に基づき「健康優良者」を抽出したところ、該当者は計２０４名で全体の 9.2％となりました。

事務局からのお知らせ

表彰対象者人数
●５年連続 １２６名　●４年連続 ４６名　●３年連続 ３２名　計２０４名

　高齢化により生活習慣関連疾病関連の医療費が増加しており、国を挙げて 40 歳以上の方々の生活習
慣病対策（保健指導・受診勧奨）を強化しています。また、当健康保険組合においても、多くの被保険
者が保健指導・受診勧奨・疾病管理の対象となっています。
　このような状況において、健康優良者の方々は、自ら健康の維持・増進のため、食生活でのコントロー
ル、運動の習慣化などに継続的に取り組んだ結果であり、賞賛に値します。
　今後、多くの方々が、日々の健康の維持・増進へ積極的に取り組まれることを期待するとともに健康
保険組合も保健事業を通して支援・サポートをしてまいります。

こんなときは健保組合に届け出てください
●お子さんが就職などで扶養家族でなくなったとき
　お子さんが就職した、奥さんがパート収入が増えて一定の収入を超えたときなどは扶養家族でなくな
るため、健康保険組合に届出が必要となります。
　扶養家族でなくなった日から５日以内に、「被扶養者（異動）届」に保険証を添付して、事業所の健康
保険担当者にご提出願います。
●住所が変更になったとき
　健康保険組合では、特定健診・特定保健指導、被扶養者健診、機関誌発行などの各種保健事業を実施
するにあたり、被保険者および被扶養者の方の最新の住所管理が必要です。
　転勤・転居、別居などで被保険者またはご家族の住所に変更があったときは、「健康保険被保険者関係
変更（訂正）届」を事業所の健康保険担当者にご提出願います。

※「被扶養者（異動）届」、「健康保険　被保険者関係変更（訂正）届」は、健康保険組合のホームページ（http://www.kuritakenpo.or.jp/）
からダウンロードできます。

任意継続被保険者の平均標準報酬月額に関する件
当組合の平成 24 年９月 30 日現在における全被保険者の標準報酬月額は、次のとおりです。
１．平均標準報酬月額　　　　　　　　　　 453,357 円
２．任意継続被保険者の標準報酬月額          440,000 円
３．適用年月日                              平成 25 年４月１日

公 告



11 監修・料理制作／岩﨑啓子（管理栄養士・料理研究家）　　撮影／鈴木雅也

塩麹でもう一品

﹁塩麹ポテトサラダ﹂
●材料（2人分）
じゃがいも 大1個
 （皮をむいて200g）
ベーコン 1枚
プチトマト 8個
玉ねぎ 1/4個
　  塩麹 小さじ2
　  オリーブオイル 大さじ1/2
　  酢 小さじ2
　  こしょう 少々
プリーツレタス 2枚

（1人分／176㎉　塩分1.0ｇ）

Ａ

●材料（2人分）
無頭えび 10尾
　  塩・こしょう 各少々
　  酒・片栗粉 各小さじ１
スナップえんどう 100g
ゆでたけのこ 100g
長ねぎ 1/4本
赤唐辛子 1/2本
しょうが 1/2片
サラダ油 小さじ2
オイスターソース 小さじ1/2
塩麹 小さじ2
ごま油 小さじ1

（1人分／189㎉　塩分1.6ｇ）

●作り方
❶じゃがいもは皮をむいて一口大
に切り、水にさらす。かぶるく
らいの水とともに鍋に入れて火
にかけ、沸騰したら弱火にして
ゆでる。ベーコンは短冊切りに
し、じゃがいもが軟らかくなっ
たら鍋に加え、一緒にゆでて、
湯を捨てる。再び中火にかけて
水気を飛ばし、冷ましておく。
❷トマトはヘタをとって半分に切
る。玉ねぎはせん切りにして水
にさらし、水気をしっかりきる。
❸①、②、Ａを混ぜ合わせ、食べ
やすくちぎったレタスを敷いた
器に盛る。

●作り方
❶えびは尾を残して殻をむき、背
開きにする。背わたをとり、Ａ
を混ぜ合わせる。
❷スナップえんどうは筋をとって
さっとゆで、半量くらいを縦半
分に割る。たけのこは薄切りに、
ねぎと赤唐辛子は斜め切りに、
しょうがは薄い角切りにする。
❸フライパンにサラダ油を熱し、
えび、しょうが、ねぎ、赤唐辛
子、たけのこを入れて炒める。
ふたをして弱火にし、３～４分
蒸し焼きにしてえびに火を通
す。ふたを開けて再び強火にし、
スナップえんどうを加えて炒
め、オイスターソース、塩麹、
ごま油を加え、炒め合わせる。

発
酵
食
品
特
有
の

お
い
し
さ
や
、栄
養
価
・
保
存
性
の
高
さ
は
、

カ
ビ
や
細
菌
な
ど
の
微
生
物
が
も
つ

不
思
議
な
パワ
ー
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

今
回
は「
塩し

お

麹こ
う
じ」に

注
目
し
、さ
わ
や
か
な
春
に

ぴ
っ
た
り
の
塩
麹
レシ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

え
び
と

ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
の

塩
麹
炒

い

た

め

素材の持ち味が
引き立つ、
塩麹ベースの
やさしい味わい

           
いただき
ます！

塩麹
食材のうまみを引き出す



２
０
０
８
年
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
初
め

て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
練
習
は

ロ
ー
ド
で
の
１
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始

め
て
、
ジ
ム
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
筋
肉
を

つ
け
な
が
ら
、
走
る
距
離
を
４
㎞
、
８
㎞
、
10

㎞
と
延
ば
し
て
い
き
ま
す
。
距
離
が
長
く
な
る

分
キ
ツ
か
っ
た
け
ど
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

く
の
が
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
、
走
る
こ
と
が

ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
初
マ
ラ
ソ
ン

は
４
時
間
24
分
55
秒
で
完
走
。
大
満
足
か
と
思

い
き
や
、
途
中
で
弱
音
を
吐
い
た
自
分
に
腹
が

立
っ
て
…
。
す
ぐ
に
再
び
挑
戦
す
る
決
意
を
固

め
て
走
る
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
負
け
ず
ぎ
ら

い
な
性
格
な
ん
で
す
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
と
き
は
、
変
化
す
る

自
分
の
体
や
心
に
一
つ
ひ
と
つ
対
処
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
も
う
ダ
メ
か
も
」

と
弱
気
に
な
る
自
分
を
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
や

ろ
」
と
ね
じ
伏
せ
る
。
自
分
自
身
と
正
面
か
ら

向
き
合
い
な
が
ら
走
り
続
け
る
わ
け
で
す
。
そ

ん
な
経
験
が
で
き
る
と
こ
ろ
も
マ
ラ
ソ
ン
の
魅

力
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ふ
だ
ん
は
時
間
を
見
つ
け
て
は
駒
沢
公
園
や

皇
居
の
周
り
を
走
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
景
色

や
空
気
と
一
体
に
な
れ
る
の
が
気
持
ち
よ
く
て

ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
て
か
ら
自
信
を
も
っ
て
何

ご
と
に
対
し
て
も
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
い
ま
よ
り
前

へ
！
」
の
気
持
ち
で
走
り
、
お
仕
事
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

〈 

女
優
・
タ
レ
ン
ト 

〉

photo/m
anabu nobutou   text/kim

iko honm
a

安
田
美
沙
子
さ　
ん

や
す
だ
　
み
さ
こ
／
京
都
府
出
身
。バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
を
は
じ
め
、タ
レ
ン
ト
と
し
て
活

躍
す
る
か
た
わ
ら
、マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

マ
ラ
ソ
ン
で
ス
ト
レ
ス
発
散

こ
れ
か
ら
も「
い
ま
よ
り
前
へ
！
」の
気
持
ち
で
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